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   Ⅰ 第５1４回月例会 

  「地域づくりへの取組」 ～活力と元気に満ちた持続可能な 

                        北播磨づくり～ 

兵庫県北播磨県民局 局長  守本 真一  氏 

 

【会 長 挨 拶】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。 

大変お忙しい中、兵庫県建築会 10 月度の月例

会に多数ご参加頂き、誠に有難うございます。 

大変暑かった 9 月から 10 月に入り、やっと、

さわやかな風と共に過ごしやすい季節になりまし

た。ただし朝夕と日中との寒暖差が大きいので、

体調管理には十分気を付けてお過ごしください。 

 まずは、タイガース、オリックスファンの皆さ

ま、優勝おめでとうございます。 

ヴィッセル神戸のファンの皆さまも初優勝が近

づいております。まさしく“躍動する兵庫であり、

新時代への挑戦する兵庫”であります。地元チー

ムの活躍が地域経済、日本経済にも大きく貢献し

ています。また、本日のテーマである北播磨から

は活躍するスポーツ選手を多数排出しています。 

プロ野球選手では、阪神の近本選手、楽天の辰

巳選手、巨人の大勢投手、プロゴルファーでは、

蝉川泰河選手、元プロボクサーチャンピオンの長

谷川穂積さん、女子陸上競技の田中希美選手など

が想い浮かびます。 

 

 

本日の月例会では、日本の原風景とも思える恵

まれた風土を持つ、兵庫県の中央部に位置する北

播磨地域の「地域づくりの取り組み」について、

ご講演をお願いしております。講師は、兵庫県北

播磨県民局長である守本様をお迎えしております。

北播磨の美しい自然環境や地域の特色、そして、

今後の北播磨地域発展に向けた県の施策ついて貴

重なお話を楽しみにしております。 

ご承知の通り、北播磨地域には中国自動車道、

山陽自動車道の IC も多数あり交通の便も良く、

建設産業に携わる我々は、仕事を通じて地域と関

わりを持つことが多々あります。また、沢山のゴ

ルフ場があり、ゴルフ好きな方はプレーを楽しま

れると共に、地域の特産物に巡り合う機会も多い

かと思います。 

 本日のご講演をお聞きし、成長する北播磨の魅

力を学び、地域が持つエネルギーの理解に繋がれ

ばと思っています。 

 それでは、守本局長様、ご講演宜しくお願い致

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        （会場風景） 
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【講       演】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 兵庫県北播磨県民局の守本です。本日はよろし

くお願いします。 

 ところで、皆さんは北播磨地域についてどれく

らいご存じでしょうか。北播磨にお住まいかお勤

めの方はいらっしゃるでしょうか。北播磨がどこ

かわからない方もいらっしゃるのではないかと思

います。北播磨はあくまでも行政区画であり、地

図にも特に載ってはいません。そのようなところ

が少し地域の弱みだとも感じています。 

 

【北播磨地域の特徴と課題】 

 

この地域は、豊かな田園地帯と幹線道路が整備

された市街地が特徴といえますが、北から多可町、

西脇市、加東市、加西市、小野市、三木市の５市

１町で構成されています。行政区域としては、平

成１３年に東播磨県民局から北部を切り取って北

播磨県民局が誕生したわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

北播磨地域には五つの特徴があります。 

➀豊かな自然、スポーツ・レクリエーション施 

設が多いこと 

  

 三木総合防災公園には陸上競技場、野球場があ

るなど、またひまわりの丘公園、播磨中央公園な

ど遊べるところが充実しています。   

 その他にも県立フラワーセンターなどの都市型

公園も充実しています。 

 

②酒米の山田錦、黒田庄和牛などの農産物 

 

 兵庫県の山田錦のシェアは約６０％で、北播磨

ではその８５％を生産しており、全国の山田錦の

約５０％のシェアになります。気候と地形と土壌

が味の良い山田錦を育んでいると思われます。 

 黒田庄和牛は大変貴重でそのほとんどは格付け

され、神戸ビーフとして出荷されています。 

 他にもブドウ、イチゴなどが生産されています

が、最近では播州百日どりが味が濃く、ジューシ

ーな鳥として、東京のコンテストで最高賞をいた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③播州織をはじめとした地場産業 

 

 この地域は第２次産業の割合が高く４８．７％

にもなっており、ものづくりが大きな特徴になっ

ています。 

 代表としては、本日私も着ているのですが播州

織が有名です。白いシャツではあまり特徴が出な

いのですが、先に糸を染めてから織り上げる手法

で、非常に豊かな色合い、風合いが出ているもの

です。 

 豊臣秀吉の三木城攻めの後、その復興を起源と

する三木の打刃物、小野の播州刃物が有名です。 

 他にも、全国シェアの９割を占めている釣針、

杉原紙、そろばんが有名です。 
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④古くからの歴史と文化が育まれていること 

  

兵庫県内には姫路城など国宝が６カ所あります

が、北播磨地域には加東市の朝光寺、小野市の浄

土寺、加西市の一乗寺の３つが集まっています。 

古来から歴史と文化に深く関係してきた地域で

あるといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

⑤神戸、大阪から概ね１時間圏内の交通   

   

この地域は高速道路として中国自動車道が東西

に走り、山陽道、舞鶴若狭自動車道の吉川ジャン

クションがあります。ここは三木ジャンクション、

神戸淡路鳴門自動車道の結節点となるなど、高速

道路が地域を縦横に走っています。 

また国道は明石～丹波の１７５号線、姫路～篠

山の３７２号線の幹線道路が走っています。 

このような交通の利便性が地域を支えているわ

けです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 5 年度北播磨県民局の主要事業】 

        

全国どこでも同様なのですが、人口減少問題は

兵庫県でも大きな懸案事項になっています。 

北播磨地域においても２０００年には約３０万

人の人口が２０２２年には４万人減の約２６万人

になっています。西脇市一つ分が減少したことに

なります。また６５歳以上の割合も県平均よりも

高く、人口減少と高齢化が顕著になっています。 

またもう一つの特徴として、人口に占める外国

人の割合が高いことです。製造業が盛んであるこ

とから、技能実習生が多いわけです。なかでもベ

トナム人の方が多い状況になっています。 

具体的な施策は難しいですが、外国人の方にど

のような情報提供ができるかが今後の課題と認識

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような状況の中で、大阪関西万博を２年後

に控え、どのようにして北播磨の魅力を創造して、

発信していくかを念頭に、県民局として今年は以

下４つの柱立てで仕事を進め、新型コロナウイル

スの影響などにより地域を覆う閉塞感を打開し、

活力と元気に満ちた北播磨づくりを進めてまいり

ます。 

➀２０２５大阪・関西万博を見据えた北播磨の  

魅力創出 

②北播磨の強みを活かした「農」と「食」の創出 

③北播磨を支える人や交流基盤づくり 

④誰もが安全安心に暮らせる北播磨の実現 

 

 

【主な取組・トピックス】 
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関西万博の理念を体現する活動の場を一つのパ 

ビリオンと見立て、地域の人たちが情報などを発 

信し、多くの方々に来ていただき、見て体験する 

「フィールド・パビリオン」に取り組みます。 

 県内で１５６件ですが、北播磨は２８件です。 

体験をしていただくものとして播州織、防災公園 

での体験学習、太平洋戦争時の戦闘機「紫電改」 

のレプリカがある加西の鶉野飛行場、多可町の森 

林ウオーキングなど多彩なプログラムを検討して 

います。 

 非常に頭が痛い問題は JR.加古川線のことです。 

JR ローカル線の問題は従前から問題視されてい 

ましたが、コロナ禍でさらに顕在化してきました。 

具体的には JR 西日本が交通密度という指標を使 

い２，０００人以下のローカル線を発表してしま 

ったからです。 

 県内では、山陰線、姫新線、播但線、加古川線 

の４路線６区間で、加古川線では西脇市と谷川の 

区間が該当しました。確かにこの区間は私も乗車 

しましたが、実感としてほとんど乗車していない 

ような状況でした。しかし加古川線はこの区間だ 

けでなく加古川から谷上までの区間が全体であり、 

一部を切り取られてしまっているようで残念であ 

りません。 

 今後、路線ごとのワーキングでの検討などを行 

い、利用促進を促し、加古川線の存続に力を尽く 

したいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 酒米の山田錦は兵庫県の農業試験場で昭和１１

年に品種登録したもので、非常に長く支持され続

けている品種であり、北播磨５市１町全てで栽培

されています。 

 もうひとつ山田錦の特徴として、村米制度があ

ります。これは直接酒蔵と契約して酒米を作るこ

とです。 

 例えば、山口県の旭酒造の獺祭、新潟の越乃寒、

八海山が有名であり、大手酒造メーカーでは白鶴、

菊正宗、日本盛、大関など灘五郷全部といっても

過言ではありません。 

 また山田錦をはじめとする農産物を支えている

のが東条川疎水です。加東市を中心に全長 100 キ

ロ以上、受益地が 3，000 ヘクタールにも及んで

います。加東市の鴨川ダムを水源として水路が張

り巡らされています。 

 今後東条川疏水をフィールド・パビリオンに見

立て、疏水下りなどのイベントなども企画し、

PR に務めていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第二神明加古川ジャンクションから北へ小野の

北播磨医療センターあたりまで延びる高規格道路

の東播磨南北道路です。 

 令和 7 年春頃に完成すれば、小野市役所と加古

川市役所間を 17 分程度短縮できます。また北播

磨医療センターと西脇病院間が 19 分が 9 分に短

縮されるなど、救急医療体制にもおおきく貢献で

きると期待されています。 

 

 播磨中央公園のリニューアルにより全長 7.2 キ

ロ、西日本で２番目のサイクリングロードを整備

いたしました。 

 プロの方に試走していただきましたが、大変好

評でした。 
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 以上トピック的な取り組みを紹介しましたが、

今後の県の取り組みの視点として、「SDGs」、「公

民連携」、「若者・Z 世代」の三つキーワードがあ

りますが、北播磨においても同様に対応していき

たいと考えています。 

 

 SDGs は社会全体での取り組みですが、県とし

ても推進ウイークなどにおいて施策を集中させる

などにより、大きな効果を狙ってまいります。 

  

公民連携は民間との連携により地域課題を解決

していこうとするものです。イノベーション関連

での連携などを推進するほか、企業版ふるさと納

税についても力を入れていこうとしています。 

 

 若者・Z 世代への支援として、少子化、人口減

少対策を視野に、マスコミでも取り上げられた県

立大学の無償化など、集中的な対策を講じてまい

ります。 

 

 以上、北播磨県民局として、現地解決型の分野

横断で取り組む総合的な事務所機能をさらに強化

していきたいと考えています。 

 

 関西万博の件ですが、関西パビリオンの兵庫県

ゾーンとしての展示のほか、県独自の取り組みと

してフィールド・パビリオンなど積極的に進めて

まいりますので、ご理解、ご協力をお願いします。 

 

 最後に、一度北播磨に訪れていただきまして、

地域のいろいろな魅力に触れていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(北播磨の風景 小野市)  

 

 

【お礼 西谷 副会長】 

 

 本日は守本局長様に北播磨の魅力や取り組みに

ついてご講演をいただきありがとうございました。 

 北播磨という地域自体一般県民にはわかりにく

いかもしれませんが、本日のお話の中で言及され

ていましたが、なぜ黒田庄和牛や山田錦を使った

酒が美味しいのか非常に納得した次第です。 

 また、北播磨のイメージは農業地帯というもの

でしたが、二次産業の割合が強いものづくりの地

域だったことを改めまして認識させていただきま

した。 

 いろいろな地域の特性を聴かせていただき、北

播磨の魅力を再認識させていただきました。 

 今後、バランスのとれた開発が進み、さらに発

展されることを期待しております。 
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   Ⅱ 特別寄稿 

「未来につなぐ災害の経験と教訓～ひとぼう開設２１年目を迎えて～』 

           阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター 

事業部運営課長 森川 徹  氏 

 

 

＜阪神・淡路大震災の経験と教訓の発信＞ 

 当センターは、わが国初の大都市直下型地震で

ある阪神・淡路大震災の経験と教訓を語り継ぎ、

将来の防災・減災に貢献するという理念のもと、

国の支援を得て、兵庫県により平成１４年４月に

設置されました。今では、西館・東館の２つの展

示施設を有し、開設 21年目を迎えました。 

また、開設以来、阪神・淡路大震災に関する災

害ミュージアムというだけではなく、災害対応に

携わる専門人材の育成や、震災資料の収集・保存

など、多面的な機能を有するシンクタンクとして

も活動しています。 

 
【西館オープニング時のテープカット】 

西館は、阪神・淡路大震災の伝承館です。倒壊

し燃え上がる街の様子を音と映像で再現したシア

タ－からスタートします。市民の協力により収集

したモノや写真などの実物資料、震災直後 10 年

間の復興過程を表現したジオラマなどを展示し、

当時の資料などは、現在も提供を受け付けていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【震災の様子を再現した 1.17シアター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民から収集した震災資料展示】 

 

館の運営には、開設以来、ボランティアのご協

力を得ており、現在 147 名の登録者がいます。修

学旅行などで来館される全国の学校団体を中心に、

震災を知らない世代に対して震災体験をお話しい

ただく「語り部ボランティア」や、家屋の耐震化

や家具固定の実験コーナーなどで来館者に事前対

策の重要性などをお話しいただく「展示解説ボラ

ンティア」が活動しています。毎年１月頃に次年

度からの新規ボランティア登録を募集しますので、

ご関心のある方は、是非登録をご検討ください。 

 
【語り部ボランティア】 

 
【展示解説ボランティア】 
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 東館は、防災学習施設として、一昨年「ＢＯＳ

ＡＩサイエンスフィールド」をリニューアルオー

プンしました。体の動きを伴いながら地震や津波

などの災害が起きるメカニズムを理解するコーナ

ーでは、家族連れやグループで体験ができます。

また、実際に災害に遭遇した際に取るべき行動を

考える体験型展示を行っており、特に、コンビニ

での買い物中に地震に遭遇し、津波警報が発表さ

れたことを想定したミッションルームなど、頭で

理解していても行動に移すことの難しさを体感で

きます。 

 
【台風の動きを学ぶウエザーウォーク】 

 
【買物中の災害発生を想定したミッションルーム】 

 

東館１Ｆの「こころのシアタ－」では、災害の

恐ろしさと避難行動の大切さを訴えかける新しい

映像作品「にげよう－大切な命を守るために－」

の上映を昨年４月から始めました。アニメ「鬼滅

の刃」でメインキャラクターの 1 人、我妻善逸を

演じている下野紘氏がナレーションを担当し、若

い年代層から好評を得ています。 

 

 

【にげよう－大切な命を守るために－】 

 

＜これからの取り組み＞ 

 昨年度、開設 20 周年

の新たな取り組みとし

て、「防災 100 年えほん

プロジェクト」を始めま

した。  

 災害から命を守るため

に大切なこと、防災・減

災を推進する上で大切な

ことを、数世代先の人々

まで届け、伝え続けるこ

とを目指しています。 

開始初年度は、絵本の原案となるものがたりを

一般公募し、全国各地から 148 作品の応募があり、

その中から入選 10 作品を本年３月に選定しまし

た。選考委員には、俳優の竹下景子さんにも参画

いただき、絵本化が楽しみな作品が選ばれました。 

現在は、第２回の絵本原案の募集（締切 11月 5

日）を行うとともに、昨年度の入選作品の中から、

本年度絵本化する３作品を選出し、年度内の出版

予定で、製作作業に入っています。 

詳しくは、人と防災未来センターのホームペー

ジをご覧ください。 
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【選考委員会の方々（令和 5年 3月 19日）】  

 （右から 2番目：竹下景子さん） 

 

＜ひょうごフィールドパビリオン＞ 

 当センターは、2025 年大

阪・関西万博に向けて、兵

庫県が進める「ひょうごフ

ィールドパビリオン」に認

定され、兵庫の魅力を国内

外に伝える役割を担ってい

ます。万博開催期間中は、企画展やスペシャルガ

イドツアーの実施を予定し、「災害からの創造的

復興」を発信するため、特別プログラムの準備を

進めています。 

 

＜おわりに＞ 

 当センターの来館者数は、これまで、年間 50

万人ほどで、来館者は延べ 900 万人以上となりま

した。来年には、1,000 万人の大台に届くと思い

ます。全国各地からこれほど多くの方にお越しい

ただいたことに対し、大変感謝しています。 

 ここ数年、コロナウイルス感染拡大の影響によ 

 

観覧情報 

【住所】 

〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通１－５－２ 

【電話番号】 

078-262-5050（観覧案内） 

【開館時間】 

9:30～17:30（入館は 16:30まで） 

【休館日】 

毎週月曜日（月曜日が祝日・振替休日の場合は

翌平日）、年末年始 

【入館料金】 

＜共通（西館＋東館）＞ 

大人 600円、大学生 450円、高校生以下無料 

 ＜東館のみ＞ 

大人 300円、大学生 200円、高校生以下無料 

 ※障がい者、70歳以上の高齢者割引有 

 ※毎月 17日（休館日の場合は翌 18日）無料 

【アクセス】 

＜鉄道＞阪神電鉄「岩屋」駅、「春日野道」駅

から南へ徒歩約 10分、 

    ＪＲ「灘」南口駅から南へ徒歩約 12分 

 ＜車＞阪神高速道路神戸線「摩耶」ランプから

約 4分、「生田川」ランプから約 8分 

【駐車場】 

有（総合案内での駐車券提示で観覧者割引有） 

 

 

り、これまでほど来館される人数は多くありませ 

んが、最近では、児童・生徒の修学旅行生を中心 

に、コロナ禍前まで回復してきています。 

開設 21周年を迎え、災害の教訓や防災の大切 

さを呼びかける展示、地方公共団体防災担当者の 

育成、防災・減災に関する研究成果の発信などに 

引き続き取り組みます。 

 皆さまのご来館をお待ちしています。 
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 Ⅲ 第 166回研修交流会の開催 

第 166回研修交流会が 13名の参加により開催され 

ました。 

  と き： 令和５年１０月２６日（木） 

  場 所： 城山カントリークラブ 

 

   優勝  山内信幸 氏 (株)ﾋﾟｱﾚｯｸｽ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 

   ２位  瀬戸本 淳氏 瀬戸本淳建築研究所 

   ３位  前川真一郎氏 前川建設（株） 

   当月賞 川端宏幸 氏（株）宮本設計 

BB賞  矢間照人  氏 （株）新井組 

   ニアピン賞  杣田健一氏（株）森長組 瀬戸本淳氏 

   ドラコン賞    〃   ２ホール 

 

 

  Ⅳ 令和５年度第３回理事会           

議 題 

今年度第３回の理事会が理事、監事１１    ①令和５年度事業執行状況について   

   名の出席により開催されました。        ②令和５年度予算執行状況について 

         ③令和６年度事業計画について 

  と き：令和５年１０月５日（木）        ④会費について 

       １４：００～１５：００        ⑤インボイス制度について 

                                  

  場 所：神戸三宮東急 REI ホテル 

 

 

 

 

３ 令和６年新春交流会 

 日時：令和６年１月１１日（木） 

     １７：００～１９：００ 

 場所：神戸三宮東急 REI ホテル 

 

４ 月例会 

 日時：令和６年２月８日（木） 

     １３：００～１４：００ 

場所：神戸三宮東急 REIホテル 

内容：「人と環境に 

負荷が少ない家づくり」 

講師：YURI MAEDA 代表 

  前田 由利 氏 
 

 
 

 

  

 
事務局 ： 吉本義幸、石井滝実子 

電 話 ： 078－996-2851 

F A X   ：  078－996-2852 

Email  ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 

 

     

  Ⅴ お 知 ら せ 

◎行事予定 

 

１ 視察会（月例会併催） 

  

日時：令和５年１１月３０日(木) 

    １３：００～１５：００ 

 場所：旧甲子園ホテル 

（現武庫川女子大学 建築学部ｷｬﾝﾊﾟｽ） 

 内容：旧甲子園ホテル並びに大学ｷｬﾝﾊﾟｽ 

  （旧甲子園ﾎﾃﾙのﾊﾟﾃｨｼｴが作るｹｰｷなども

いただける予定です） 

  

＊諸般の事情により日程変更になりました。 

 

２ 事業推進委員会 

 

日時：令和５年１２月７日（木） 

     １７：００～１９：００ 

場所：神戸元町 梅の花 

内容：・講演「県の工業高校教育の 

現状と課題」 

  県立兵庫工業高校校長 岩井高士 氏 

   ・懇親会 
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Ⅵ 広報コーナー  
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